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白水論文は，近年問題視されている心外膜リードによる心絞扼の症例が，平時は無症状で心筋虚血所見がなくとも心臓カテーテル検査を契機に心停止にまで至ったことから，本疾患の早期診断と外科的解除の重要性を述べた症例報告である1）．
心外膜リードによる心絞扼については1988年以降症例報告として散見される程度であったが2），2015年のCarrerasらの報告に前後して特に問題視されるようになった3）．彼らが2013年にMedtronic社に調査を依頼した時点では，1981年から2012年までに100,900本の心外膜リードが使用され，心絞扼の報告は僅か8例（0.016％）であったのに対し，ブリティッシュコロンビア小児病院での発生率は2.3％（2/84）と大きく乖離を認めた．更に2018年のMahらによるボストン小児病院での造影CT，冠状動脈造影を用いたスクリーニングでは心外膜リードによる冠状動脈圧迫の頻度は5.5％（8/145）と更に高く4），無症状を含めればより多くの患者が潜在していること，今回のようなclassic pattern以外にも心絞扼，冠状動脈圧迫を起こし得ることが報告された．近年では心絞扼に対する意識の高まりも反映し，2020年だけでも4例の心外膜リードによる心絞扼が報告されている5–8）．
本邦においては，2012年のHealth Canadaからの注意喚起を受け9），医薬品医療機器総合機構（Pharmaceuticals and Medical Devices Agency: PMDA）から日本胸部外科学会，日本心臓血管外科学会，日本不整脈学会に情報提供が行われ，2013年4月に3学会合同で心外膜リードによる心絞扼に関する注意喚起が行われた10）．そこでは心外膜リードによる心絞扼回避のために，余剰なリードでたわみを設ける際には可能な限り心表面を避けることが推奨されている10）．
白水らの報告症例は注意喚起前の手術症例であり1），術直後および術翌日の胸部X線画像を見ると，術翌日には心外膜リードが心基部を取り巻くような配置に移動し，ジェネレーター周囲のリードは短縮している．ペースメーカ移植術時に心嚢内でのループとなり，心拍動の影響を受けリードが心嚢内に引き込まれたものと推察される．
小児に対する心外膜リードを用いたペースメーカ移植は，正中アプローチや側開胸アプローチ，電極の位置と固定する方向に応じてリード配置を決定する必要があり，心絞扼の完全な予測は困難と思われる．しかしながら，特に乳幼児では成長に伴って心絞扼が進行しやすいため，リード配置には特に注意が必要で，これまでの報告からは以下の対策と配慮が必要と考えられる．
	心外膜リードは先端の電極近くで心嚢外に出し，特に初回手術例では心嚢内でのループ作成はできる限り回避する．横隔膜面でのループ作成も電極が遠いと心絞扼を来し得る4）．
	心外膜リードのループ部分と心臓との間に心膜を介在できない場合はePTFEシート（ゴアテックスⓇ心膜シート）を介在させるなど予防策を講ずる8）．
	心拡大を有する症例では心前面のリード自体が胸骨に挟まれ，冠状動脈圧迫を来すことがある4）．

白水論文を契機として，小児心外膜リード使用症例の非侵襲的スクリーニングが進み，心絞扼による致死的心事故回避に繋がることを期待する．
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